
(57)【要約】

【課題】岩盤削孔用ガイドロッドを利用して、ビットの

滑りを防止して初期削孔を容易にする。

【解決手段】岩盤削孔装置にビット（３）とほぼ平行に

備えられ、岩盤に削孔した先行孔に挿入するガイドロッ

ド７であって、ロッド先端に、切羽面に対する滑り止め

部材８を備える。滑り止め部材８は、ロッド先端に対し

着脱可能となっている。滑り止め部材８は、弾性体によ

り形成されている。滑り止め部材８は、発光部を有する

。または、滑り止め部材８は、光反射部を有する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 岩 盤 削 孔 装 置 に ビ ッ ト と ほ ぼ 平 行 に 備 え ら れ 、 岩 盤 に 削 孔 し た 先 行 孔 に 挿 入 す る ガ イ ド
ロ ッ ド で あ っ て 、
　 ロ ッ ド 先 端 に 、 切 羽 面 に 対 す る 滑 り 止 め 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 岩 盤 削 孔 用 ガ イ
ド ロ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 ロ ッ ド 先 端 に 対 し 着 脱 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 弾 性 体 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２
に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 発 光 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 光 反 射 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 岩 盤 に 連 続 孔 を 削 孔 す る 際 に 用 い ら れ る ガ イ ド ロ ッ ド に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 岩 盤 削 孔 装 置 に お い て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ で 知 ら れ る よ う に 、 岩 盤 に 削 孔 し た 先 行 孔 に
挿 入 す る ガ イ ド ロ ッ ド が 備 え ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ３ ４ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 岩 盤 に 存 在 す る 潜 在 亀 裂 、 あ る い は 掘 削 作 業 の 影 響 で 切 羽 面 に は 著 し い 凹 凸 が 存
在 す る た め 、 ド リ ル ジ ャ ン ボ に よ る 初 期 削 孔 作 業 （ ざ ぐ り ） お い て 、 先 端 部 の ビ ッ ト が 切
羽 に 出 来 た 面 に 沿 っ て 滑 り 、 所 定 の 削 孔 位 置 を 削 孔 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 た だ し
、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 従 来 は 、 ガ イ ド セ ル 先 端 部 に 硬 質 ゴ ム 製 の パ ッ ド を 設 け て 滑 り
止 め 部 材 と し て い た が 、 場 合 に よ っ て は 、 パ ッ ド に よ る 一 点 支 持 だ け で は 不 十 分 な 状 況 が
あ っ た 。
　 ま た 、 暗 い ト ン ネ ル 坑 内 で の 割 岩 作 業 に お い て 、 ド リ ル ジ ャ ン ボ の ガ イ ド セ ル 先 端 部 に
取 り 付 け て い る ガ イ ド ロ ッ ド を 、 削 孔 し た 先 行 孔 に 挿 入 す る 際 、 ガ イ ド ロ ッ ド が 切 羽 岩 盤
（ あ る い は 吹 付 け コ ン ク リ ー ト ） の 色 と 同 化 し て し ま い 、 ガ イ ド ロ ッ ド の 先 端 部 が 見 に く
い 状 況 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド を 利 用 し て 、 ビ ッ ト の 滑 り を 防 止 し て 初 期 削
孔 を 容 易 に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 岩 盤 削 孔 装 置 に ビ ッ ト と ほ ぼ 平
行 に 備 え ら れ 、 岩 盤 に 削 孔 し た 先 行 孔 に 挿 入 す る ガ イ ド ロ ッ ド で あ っ て 、 ロ ッ ド 先 端 に 、
切 羽 面 に 対 す る 滑 り 止 め 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド で あ っ て 、 前 記 滑
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り 止 め 部 材 は 、 ロ ッ ド 先 端 に 対 し 着 脱 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ ッ ド で あ っ て
、 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 弾 性 体 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ
ッ ド で あ っ て 、 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 発 光 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 岩 盤 削 孔 用 ガ イ ド ロ
ッ ド で あ っ て 、 前 記 滑 り 止 め 部 材 は 、 光 反 射 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ガ イ ド ロ ッ ド の 先 端 部 を 切 羽 面 に 当 て た 状 態 で 滑 り 止 め し て 、 ビ ッ ト
に よ る 初 期 削 孔 が 容 易 に 行 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 を 適 用 し た 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す も の で 、 岩 盤 削 孔 装 置 は 、 ガ イ ド セ ル
１ 上 に 図 示 し な い 削 岩 機 を 前 進 後 退 動 作 可 能 に 備 え て い る 。 ガ イ ド セ ル １ は 図 示 し な い 自
走 式 機 械 （ ド リ ル ジ ャ ン ボ ） に 装 備 さ れ て お り 、 削 岩 機 は 図 示 し な い 駆 動 装 置 に よ り ガ イ
ド セ ル １ 上 を 前 進 後 退 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 削 岩 機 は 、 先 端 に ビ ッ ト ３ が 固 定 し て 設 け ら れ た 削 孔 ロ ッ ド ４ を 装 着 し た も の で 、 こ の
削 孔 ロ ッ ド ４ を 回 転 駆 動 す る 。 削 孔 ロ ッ ド ４ は 、 ガ イ ド セ ル １ の 先 端 に 設 け た ブ ラ ケ ッ ト
５ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
　 な お 、 ガ イ ド セ ル １ の 先 端 面 に は パ ッ ド ６ が 設 け ら れ て い る 。 パ ッ ド ６ は 、 例 え ば 硬 質
ゴ ム 等 の 弾 性 体 製 で 切 羽 面 に 対 す る 滑 り 止 め 材 と し て 機 能 す る 。
　 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト ５ に は 、 削 孔 ロ ッ ド ４ と ほ ぼ 平 行 で 前 方 に 突 出 す る ガ イ ド ロ ッ ド ７ が
固 定 し て 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ガ イ ド ロ ッ ド ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 基 部 ７ ａ に 備 え た 小 径 ロ ッ ド ７ ｂ に 大 径 ロ ッ ド
７ ｃ を ス ラ イ ド 自 在 に 組 み 付 け て 伸 縮 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 基 部 ７ ａ で ブ ラ ケ ッ ト ５ に
固 定 し て 組 み 付 け ら れ る 。
　 そ し て 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ の 大 径 ロ ッ ド ７ ｃ の 先 端 に は 滑 り 止 め 部 材 ８ が 備 え ら れ て い る
。 滑 り 止 め 部 材 ８ は 、 図 示 例 で は 円 筒 形 状 で 、 耐 磨 耗 製 、 耐 候 性 、 耐 熱 性 に 優 れ 、 衝 撃 に
よ る 破 壊 を 受 け に く い ゴ ム （ ウ レ タ ン ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 、 合 成 ゴ ム 等 ） や プ ラ ス チ ッ ク 等 の
弾 性 体 製 で あ り 、 硬 度 が 45～ 95程 度 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 滑 り 止 め 部 材 ８ は 、 ト ン ネ ル 内 照 明 に て 発 光 ・ 反 射 可 能 な 、 例 え ば 有 機 の 蛍 光
顔 料 や 蛍 光 染 料 等 の 蛍 光 体 製 の 発 光 部 、 例 え ば 無 機 の 硫 化 亜 鉛 や 硫 化 カ ル シ ウ ム 等 の 蓄 光
体 製 の 発 光 部 、 あ る い は 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 源 を 有 す る 発 光 部 で も あ る 。
　 こ の 滑 り 止 め 部 材 ８ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 内 径 孔 ８ ａ の 基 部 側 の 小 径 孔 ８ ｂ に カ
ラ ー １ １ を 挿 入 し 、 内 径 孔 ８ ａ と 小 径 孔 ８ ｂ の 段 面 に 座 金 １ ２ を 当 て て 、 ネ ジ １ ３ を 内 径
孔 ８ ａ 及 び 小 径 孔 ８ ｂ か ら 大 径 ロ ッ ド ７ ｃ の 先 端 面 に ネ ジ 込 む こ と で 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ に
対 し 着 脱 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 岩 盤 へ の 削 孔 作 業 を 説 明 す る 。
　 図 示 し な い 自 走 式 機 械 （ ド リ ル ジ ャ ン ボ ） の 駆 動 に よ り ガ イ ド セ ル １ を 移 動 し て 、 ガ イ
ド セ ル １ の 先 端 部 の ブ ラ ケ ッ ト ５ に 備 え た ガ イ ド ロ ッ ド ７ を 、 岩 盤 の 切 羽 面 に 突 き 当 て る
。 す な わ ち 、 岩 盤 の 切 羽 面 に 対 し ガ イ ド ロ ッ ド ７ の 先 端 の 滑 り 止 め 部 材 ８ を 突 き 当 て る 。
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　 こ の と き 、 滑 り 止 め 部 材 ８ は ト ン ネ ル 内 照 明 に て 発 光 ・ 反 射 可 能 な 発 光 部 で も あ る た め
、 作 業 者 は 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ 先 端 の 滑 り 止 め 部 材 ８ の 発 光 を 見 て 確 認 し な が ら 、 岩 盤 の 切
羽 面 に 対 し 確 実 に 突 き 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 先 行 孔 を 含 む 単 独 孔 削 孔 時 は 、 岩 盤 の 切 羽 面 に 対 し 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ の 先 端 の
滑 り 止 め 部 材 ８ と ガ イ ド セ ル １ の 先 端 の パ ッ ド ６ と を と も に 突 き 当 て た 状 態 で 単 独 孔 が 削
孔 さ れ る 。 す な わ ち 、 ガ イ ド セ ル １ 上 に 削 岩 機 を 前 進 さ せ る と 、 削 孔 ロ ッ ド ４ の 先 端 に 備
え た ビ ッ ト ３ の 回 転 に よ り 削 孔 さ れ る と も に 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ５ に 固 定 の
基 部 ７ ａ に 備 え た 小 径 ロ ッ ド ７ ｂ が 、 岩 盤 に 突 き 当 て た 大 径 ロ ッ ド ７ ｃ に 中 に 入 り 込 ん で
全 長 が 縮 ん で い く 。
　 こ の と き 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ は 、 そ の 先 端 部 の 滑 り 止 め 部 材 ８ が 切 羽 面 に 対 し 突 き 当 て て
滑 り 止 め さ れ て い る と と も に 、 ガ イ ド セ ル １ の 先 端 の パ ッ ド ６ も 切 羽 面 に 対 し 突 き 当 て て
滑 り 止 め さ れ て い る た め 、 こ れ ら ２ 点 で の 滑 り 止 め に よ り 、 先 行 孔 を 含 む 単 独 孔 を 確 実 に
削 孔 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 連 続 孔 削 孔 時 に は 、 ガ イ ド ロ ッ ド ７ を 、 岩 盤 に 予 め 削 孔 さ れ た 先 行 孔 に 挿 入 し て
お く 。 す な わ ち 、 ブ ラ ケ ッ ト ５ に 固 定 し た 基 部 ７ ａ に 備 え た 小 径 ロ ッ ド ７ ｂ か ら 前 方 に 伸
び て 先 端 に 滑 り 止 め 部 材 ８ を 備 え た 大 径 ロ ッ ド ７ ｃ を 先 行 孔 に 挿 入 し て お く 。
　 次 い で 、 削 岩 機 ２ を 駆 動 し て 削 孔 ロ ッ ド ４ を 回 転 さ せ る と 同 時 に 、 削 岩 機 ２ を 前 進 さ せ
て い く 。 従 っ て 、 削 孔 ロ ッ ド ４ の 先 端 に 備 え た ビ ッ ト ３ の 回 転 に よ り 岩 盤 に 連 続 孔 が 削 孔
さ れ て い く 。
　 こ の と き 、 削 孔 ロ ッ ド ４ は ブ ラ ケ ッ ト ５ を 介 し ガ イ ド ロ ッ ド ７ と ほ ぼ 平 行 に 維 持 さ れ る
た め 、 間 隔 を 一 定 に 保 っ た ま ま 連 続 孔 が 削 孔 さ れ る 。
　 以 上 の よ う に 、 単 独 孔 及 び 連 続 孔 を 削 孔 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 滑 り 止 め 部 材 を 発 光 部 と し た が 、 滑 り 止 め 部 材 を 光 反 射 部 と し て
も 良 い 。 す な わ ち 、 滑 り 止 め 部 材 を 、 ト ン ネ ル 内 照 明 に て 反 射 可 能 な 、 例 え ば 無 機 の 微 小
硝 子 球 や レ ン ズ 等 を 有 す る 光 反 射 部 と し て も 良 い 。
　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ロ ッ ド に 対 し 滑 り 止 め 部 材 を ネ ジ に よ り 着 脱 可 能 と し た が
、 ガ イ ド ロ ッ ド に 対 し 滑 り 止 め 部 材 を キ ャ ッ プ 式 等 に よ り 着 脱 可 能 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 以 上 の 実 施 形 態 に お い て は 、 滑 り 止 め 部 材 を 発 光 部 ま た は 光 反 射 部 と し た が 、 本
発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 滑 り 止 め 部 材 の 少 な く と も 一 部 に 発 光 部 ま た は 光
反 射 部 を 設 け て も 良 い 。
　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 伸 縮 可 能 な ガ イ ド ロ ッ ド に つ い て 説 明 し た が 、 伸 縮 し な い ガ イ ド
ロ ッ ド で あ っ て も 良 く 、 そ の 構 造 や 形 状 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 円 筒 形 状 の 滑 り 止 め 部 材 と し た が 、 弾 頭 形 状 や 円 錐 台 形 状 等 の 滑
り 止 め 部 材 で あ っ て も 良 く 、 そ の 形 状 は 任 意 で あ る 。
　 さ ら に 、 そ の 他 、 岩 盤 削 孔 装 置 の 具 体 的 な 細 部 構 造 等 に つ い て も 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る
こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す も の で 、 ガ イ ド セ ル を 先 端 側 か ら 見 た
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ガ イ ド ロ ッ ド の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ガ イ ド ロ ッ ド 先 端 部 の 分 解 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 ガ イ ド セ ル
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３ 　 ビ ッ ト
４ 　 削 孔 ロ ッ ド
５ 　 ブ ラ ケ ッ ト
６ 　 パ ッ ド
７ 　 ガ イ ド ロ ッ ド
８ 　 滑 り 止 め 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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